
　

吉
川
先
生
の
世
界
史
の
授
業
は
、
生
徒
が
世
界
史
に

抱
く
「
暗
記
科
目
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
崩
す
こ

と
か
ら
始
ま
る
。
世
界
史
が
始
ま
る
２
年
生
の
冒
頭
に

２
時
間
を
使
っ
て
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
、
世
界
史
の
意

義
や
身
に
つ
く
力
を
じ
っ
く
り
と
説
明
す
る
。

　
「
不
透
明
感
が
増
す
時
代
を
生
き
て
い
く
た
め
に
は

静岡県立掛川西高校
◎「社会に貢献し、未来を切り拓く人間を育て
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14:00 前時の内容の確認 授業
ハイライト

場
面
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
切
り
替
え

生
徒
と
と
も
に
授
業
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
、

思
考
し
続
け
る
状
態
に
導
く

プリントやメモを基に前時の学習を整理し、１分間で伝え
合うペアワークを実施。次にアイスブレークとしてニュース
映像を流し、「おかしいことに気づいた？」と、吉川先生が
質問。複数の生徒から、「メルカトル図法にミサイルの射
程を書き込むのは変だ」という指摘があった。その後、ア
バターが本時のテーマを述べる先生自作の動画を流した。

●
２
年
生「
世
界
史
Ｂ
」の
授
業
で
、
単
元
は「
ロ
ー
マ
と
地

中
海
世
界
の
成
長
」。こ
の
日
は
、地
中
海
世
界
を
支
配
し
た

ロ
ー
マ
帝
国
が
、
領
土
の
急
拡
大
に
よ
り
社
会
の
変
質
を
招

き
、カ
エ
サ
ル
の
登
場
に
つ
な
が
る
こ
と
を
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
等
を
通
し
て
理
解
し
た
。（
授
業
デ
ザ
イ
ン
は
Ｐ
．21
参
照
）

世界史

実践

世
界
史
は
暗
記
科
目
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
最
初
に
打
ち
崩
す

吉
川
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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過
去
か
ら
学
び
、
自
分
の
考
え
を
持
つ
こ
と
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
今
後
は
Ａ
Ｉ
の
発
達
な
ど
に
伴
い
、
知
識
よ

り
知
恵
が
重
視
さ
れ
、
思
考
力
や
探
究
力
が
ま
す
ま
す

求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
力
の
育
成
が
世
界

史
の
ね
ら
い
だ
と
説
明
す
る
と
、
生
徒
は
徐
々
に
世
界

史
の
学
習
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
改
め
て
い
き
ま
す
」

　

吉
川
先
生
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
︵
以
下
、

Ａ
Ｌ
︶を
始
め
た
の
は
、
同
校
に
赴
任
し
た
４
年
前
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
歓
迎
す
る
校
風
に
刺
激
さ
れ
、こ
れ
か

ら
の
地
歴
・
公
民
科
の
あ
り
方
を
考
え
て
一
念
発
起
し

た
。

　
「
新
学
習
指
導
要
領
で
は
『
歴
史
総
合
』
が
新
設
さ

れ
る
な
ど
、
地
歴
・
公
民
科
は
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

に
あ
る
た
め
、
先
行
的
に
授
業
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
」

　

１
年
目
は
知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
︵
＊
︶
な
ど
の

Ａ
Ｌ
に
取
り
組
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
準
備
が
大
変
で
日

常
的
に
行
え
な
か
っ
た
た
め
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
な
ど

の
活
動
で
学
び
を
活
性
化
す
る
、「
無
理
の
な
い
」
授
業

に
行
き
着
い
た
。

　

吉
川
先
生
の
授
業
は
展
開
の
速
さ
が
特
徴
だ
。
全
体

に
向
け
て
解
説
し
て
い
た
か
と
思
う
と
、「
こ
こ
か
ら
は

グ
ル
ー
プ
で
考
え
て
」
と
話
し
合
い
を
挟
ん
だ
り
、
ペ

ア
で
資
料
を
読
み
聞
か
せ
合
っ
た
り
、
頻
繁
に
動
画
や

画
像
を
提
示
し
た
り
と
、
場
面
が
素
早
く
切
り
替
わ
る
。

そ
の
た
め
、
生
徒
に
は
気
を
緩
め
る
暇
が
な
い
。

　
「
ず
っ
と
講
義
を
聞
く
だ
け
で
は
、
生
徒
は
集
中
力
が

続
か
ず
、
受
け
身
に
な
っ
た
り
、
ほ
か
の
こ
と
を
考
え

始
め
た
り
し
ま
す
。
こ
ま
め
に
話
し
合
い
の
活
動
な
ど

を
入
れ
る
と
集
中
力
が
途
切
れ
ず
、
活
動
に
備
え
て
説

明
を
し
っ
か
り
聞
こ
う
と
い
う
意
識
に
も
な
り
ま
す
」

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
活
動
の
時
間
配
分
や
進
め

方
な
ど
に
つ
い
て
生
徒
の
意
見
を
聞
き
、
生
徒
と
と
も

に
授
業
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
る
。

　
「
生
徒
が
主
体
的
に
授
業
に
参
加
す
る
と
、
こ
ち
ら

の
問
い
に
対
す
る
反
応
が
速
く
な
り
、
テ
ン
ポ
の
よ
い

や
り
取
り
が
で
き
て
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
う
い

う
空
気
が
で
き
る
と
、
生
徒
は
授
業
に
引
き
込
ま
れ
て

受
け
身
に
な
る
暇
が
な
く
、
常
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
考
え

て
い
る
状
態
に
な
り
ま
す
」

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
も
そ
う
し
た
授
業
に
欠
か
せ

な
い
と
い
う
。

　
「
板
書
や
説
明
の
代
わ
り
に
動
画
や
画
像
を
提
示
す

る
こ
と
で
効
率
的
に
進
め
ら
れ
、
活
動
の
時
間
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ａ
Ｌ
の
実
践
を
始
め
て
か
ら
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
授
業
進
度
は
む
し
ろ
速
ま
り

ま
し
た
」

　

生
徒
を
主
体
的
に
す
る
工
夫
の
１
つ
は
、
授
業
の
ポ

イ
ン
ト
を
付
箋せ

ん

紙
に
記
入
さ
せ
る
こ
と
だ
。
生
徒
は
、

授
業
を
通
し
て
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
っ
た
語
句
を
付
箋

紙
に
書
き
た
め
て
い
く
。
授
業
の
最
後
の
ペ
ア
ワ
ー
ク

14:25 14:10グループワーク② グループワーク①

吉川先生が準備したプリントに沿って、本時のポイントを押さ
えていく。先生が一方的に話すのではなく、「ここはどう思う？」
などと生徒の思考を促しながら必要な知識を確認していった。
グループでの話し合いと発表、ペアでの資料の読み聞かせ合
い、複数の動画や画像の提示など、次々と場面を切り替えて
展開していった。

ローマ帝国の民衆の苦しい生活ぶりが書かれた資料を読み、
グループで読み取れたことを話し合って発表。吉川先生が「考
えたことを自由に述べて」と投げかけると、多様な考えが共
有された。続いて、生徒個々で白地図に書き込みをしながら、
ローマ周辺は農業が盛んで、安い農作物の流入が民衆の暮ら
しを悪化させたことに気づかせた。

場
面
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
切
り
替
え

授
業
に
リ
ズ
ム
を
生
み
出
す

世
界
史
を
日
本
史
や
地
理
と
結
び
つ
け

立
体
的
な
思
考
を
促
す

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

＊　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の１つ。ある課題について、複数の視点で書かれた資料を読む「エキスパート活動」、そこ
で得た知識を交換し、考えを深めていく「ジグソー活動」、全体でグループの意見を交換する「クロストーク活動」の３つの活動から成る。
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で
は
、
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
つ
な
げ
て
文
章
に
し
、
そ

の
日
の
学
習
内
容
を
説
明
し
合
う
。

　
「『
今
日
の
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
だ
ろ
う
』
と
常
に
考
え

る
た
め
、授
業
に
対
し
て
主
体
的
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、

最
後
に
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
自
分
の
言
葉
で
説
明
す

る
こ
と
で
、
理
解
は
一
層
深
ま
り
ま
す
」

　

生
徒
は
付
箋
紙
を
プ
リ
ン
ト
に
貼
っ
て
保
管
し
、
テ

ス
ト
前
に
は
ポ
イ
ン
ト
を
振
り
返
る
た
め
に
活
用
し
て

い
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
思
考
を
深
化
さ
せ
る
た
め
、
度
々
日
本
史
や

地
理
と
世
界
史
を
融
合
さ
せ
て
説
明
す
る
。
こ
の
日
も
、

ロ
ー
マ
の
農
業
が
他
地
域
に
負
け
た
一
因
と
し
て
、
地

中
海
性
気
候
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
な
ど
、
地
理
の
要

素
を
確
認
す
る
場
面
を
設
け
た
。

　
「
日
本
史
や
地
理
と
関
連
づ
け
る
こ
と
で
、
日
本
と

の
関
係
や
地
理
的
な
背
景
が
見
え
て
き
ま
す
。
す
る
と
、

世
界
史
だ
け
の
知
識
で
は
な
く
な
り
、
様
々
な
科
目
の

知
識
が
結
び
つ
い
て
立
体
的
に
理
解
で
き
、
生
き
る
上

で
役
立
つ
思
考
力
に
つ
な
が
り
ま
す
」

　

ま
た
、
生
徒
の
思
考
を
活
性
化
さ
せ
る
教
材
開
発
に

も
力
を
入
れ
る
。
あ
る
授
業
で
、
自
身
が
海
外
で
撮
影

し
た
動
画
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
生
徒
の
反
応
が
よ
か
っ

た
た
め
、
世
界
各
地
を
訪
れ
る
回
数
が
増
え
た
と
い
う
。

　
「
私
が
現
地
で
撮
影
し
た
動
画
だ
と
伝
え
る
と
、
生

徒
は
一
気
に
身
近
に
感
じ
て
関
心
を
高
め
、
質
問
が
飛

ん
で
き
ま
す
。
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
と
ぴ
っ
た
り
の
教
材

を
作
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
渡
航
し
て
撮
影
や
資
料
集
め

を
行
っ
て
い
ま
す
」

　

吉
川
先
生
は
、
世
界
史
は
異
文
化
理
解
や
他
文
化
と

の
共
生
を
支
え
る
科
目
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
う
し
た

力
や
姿
勢
を
育
て
る
た
め
に
、
授
業
で
は
グ
ル
ー
プ
で

の
話
し
合
い
を
重
視
し
て
い
る
。

　
「
一
人
ひ
と
り
の
考
え
や
価
値
観
が
異
な
る
こ
と
に
気

づ
き
、
理
解
を
深
め
て
い
く
経
験
が
、
他
者
を
理
解
す

る
力
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
違

う
の
だ
か
ら
、
必
ず
し
も
全
員
が
積
極
的
に
前
に
出
て

発
表
す
る
必
要
は
な
く
、『
グ
ル
ー
プ
内
で
自
分
が
活
躍

で
き
る
役
割
を
探
し
な
さ
い
』
と
伝
え
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
発
表
し
た
り
、
下
調
べ
を
し
た
り
、
資
料
を
作

初めは付箋紙に記入するポイントをうまく絞れない生徒もい
たが、次第にスムーズに書けるようになる。それに伴い、ペ
アワークの振り返りでも、学習内容を整理して、スムーズに
相手に伝えられるようになっていく。

14:57

本時の学習内容を整理し、ペアで 40 秒間で伝え合う。「付箋
せん

紙に書いたポイントをつなげて説明して」と吉川先生。生徒は、
学習内容を頭の中で再構成して自分の言葉で説明した。

14:45

あらかじめグループごとに設定されたテーマについて、生徒
が講義をする時間を毎授業で設定。この日は、１グループが
10 分間で、少し先の授業に関連するテーマのシルクロードに
ついて講義をした。講義の形態や方法はグループに任せられ
ており、この日のグループは、スマートフォンに準備した資
料をプロジェクターで投映し、全員で順番に説明した。

まとめ 生徒による講義

今日の授業では４枚の付箋紙に記入しました。自分の
言葉で説明するのは難しいですが、学んだ内容を整理で
き、「こういうことが理解できた」と実感します。

生徒の
声

自
分
が
活
躍
で
き
る
役
割
を

見
つ
け
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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成
し
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な
役
割
を
見
つ
け
て
、

チ
ー
ム
と
し
て
機
能
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

人
間
関
係
を
深
め
な
が
ら
、
各
自
が
役
割
を
意
識
し

て
活
動
で
き
る
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
年

間
を
通
し
て
固
定
し
て
い
る
。

　

授
業
を
重
ね
る
う
ち
に
思
考
力
が
育
っ
て
い
る
こ
と

は
生
徒
の
姿
か
ら
感
じ
取
れ
る
と
、
吉
川
先
生
は
言
う
。

　
「
生
徒
は
常
に
思
考
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
問
い
か
け

に
対
す
る
反
応
も
速
く
、『
深
く
考
え
て
い
る
な
』
と

感
じ
る
発
言
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
Ａ
Ｌ
を
始
め
る
前
と
比
べ
、
授
業
中
に
扱
う

知
識
の
量
は
変
わ
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定

期
考
査
の
結
果
な
ど
か
ら
定
着
度
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
「
一
問
一
答
形
式
の
丸
暗
記
で
は
な
く
、
歴
史
的
事
象

の
背
景
を
思
考
し
な
が
ら
理
解
す
る
た
め
、
知
識
と
知

識
が
つ
な
が
っ
て
定
着
し
や
す
い
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

今
後
は
授
業
中
の
評
価
を
含
め
、
思
考
力
を
測
定
す

る
評
価
手
法
を
開
発
す
る
こ
と
が
課
題
の
１
つ
だ
。

　
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
も
活
用
し
、
生
徒
と
の
双
方
向
の
や

り
取
り
を
活
発
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
私
は

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
思
考
を
促
す
助
言
を
し

て
、
生
徒
を
成
長
さ
せ
て
い
け
る
よ
う
な
存
在
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

学習内容

自校の生徒の特性を
踏まえた各学習内容に
おける主な目標

（身につけさせたい力・姿勢）

左記の力・
姿勢の「学
力の3要素」
への分類

左記の力・姿勢を
育むための
指導内容

教師による
発問・働きかけの

内容

教師が特に
観察・配慮すべき点

前時の内容の
確認

主体的に知識を定着させる。
他者に教えることで知識の
定着を図る。

• 主体性
生徒はペアで前時の内容を確認し
合う。

温かく見守る。

アイスブレーク
仲間と協力して問題を解決す
る。

•思考力
• 協働性

報道番組の動画を見て、グループ
で問題点を探す。グループごとに
予想する内容をホワイトボードに
書き、順番に発表。中学校で学ん
だ地図の知識に気づかせ、クラス
全員で共有する。

報道番組の映像を見せ、お
かしいところがないか、生徒
に探させる。今回は、メル
カトル図法にミサイルの射程
を書き込んでいる点がおかし
いことに気づかせる。

※政治・歴史理解に地理的概
念も必要となることに気づかせ
る。

積極的にグループ
で議論できる雰囲
気をつくる。

前時の内容の
確認

視覚や聴覚を使ってイメージ
を膨らませる。

•思考力 動画で前時の内容の復習をする。
今回のメインテーマにつなが
るようにコメント。

グループワーク

資料から当時の様子を想像
し、共同作業をしながら答え
を探していく。積極的にほか
のグループに自分たちの見解
を伝える。

•思考力
• 表現力
• 協働性

教師による説明を聞き、前方の画
面を見ながらプリントに書き込
む。それを基に、どのように社会
が変わったのかをグループで話し
合い、ホワイトボードにまとめて
発表をする。

資 料を配るだけではなく、
ゴールに向けた導きを随時
示す。

放置せず、干渉し
過ぎずにかかわる。

生徒による
講義

自分のグループが担当した課
題を的確に他者に伝える。内
容、根拠をしっかりと述べ、
分かりやすく表現する。

•思考力
• 表現力

長期的に取り組んでいるグループ
ごとの課題の発表。１グループが
全員の前で講義をする。

生徒が講義をしやすい雰囲
気をつくる。

生徒の説明がつた
なくても、ほかの
生徒の聞く雰囲気
をつくる。

本時の
重要語句の
確認

受け身で授業を聞くのではな
く、自分が講義をするとした
らどの部分が大切かを主体
的に思考し、付箋紙にポイン
トを書き込む。

•思考力
• 主体性

教師から講義を受けた内容の中
で、自分が大切だと思ったワード
を付箋紙に書き込み、プリントに
貼る。

大切なポイントが
どこかを説明し過
ぎない。

本時の授業の
まとめ

学んだ知識をペアワークで相
手に教えることで、自らの知
識を定着させる。

•思考力
• 表現力
• 主体性
• 協働性

本日取り組んだ内容をペアで教え
合い、確認。その際、付箋紙に書
いたワードをつなげて、文章にし
て説明する。

付箋紙で書いたポイントをつ
なげて説明するように徹底。

生徒の主体性を大
切にする。

＊吉川先生作成の授業デザインシートを編集部が一部改編

授業デザインシート

【教科・科目】地理歴史・世界史	
【分野・単元】ローマと地中海世界の成長　
【テーマ・作品】　ローマ社会の変質と内乱の一世紀

【設定時数】８時間中の３時間目	
【本時全体の目標】 ローマの混乱がカエサルの登場につながることを理解
する。

事
象
の
背
景
を
思
考
す
る
た
め

知
識
が
定
着
し
や
す
い

成
果
と
課
題
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